
学識経験者の評価
Ⅰ　和木町教育委員会の活動
　「令和４年度和木町教育委員会の活動」の評価項目は適切であり、点検評価項目ごとに文言でも示されており、活動内容も分かる。

Ⅱ　和木町教育委員会が管理・執行する事務
　中項目・小項目（２）は適切に事務が執行されている。国・県・町の情勢に適切に対応している。
　教育委員会が管理・執行する事務内容については、和木町教育委員会規則（？）に記載されている。他の事務内容についても記載さ
れているので、どの内容を点検するかを、時には検討する必要がある。

Ⅲ　和木町教育方針　達成度評価
　学校教育分野においては全体的に評価が上がっている。
　教育委員会の指導の成果でもある。

学校教育重点目標
　ICT機器の充実と有効活用の評価が高い。教職員研修の充実と子どもが楽しく学ぶ姿が想像できる。また、今後の社会変化に対応で
きる能力を身に着けることになる。
　町の教育投資が実を結びつつある。

小学校・中学校教育
　いじめ防止・不登校問題への取り組み体制がよくできている。

学校における人権推進上の努力店
　実践化を意識した指導の充実が図られている。人権が尊重される環境づくりに努めている。

〈社会教育〉
社会教育推進上の努力点
　５つの推進事業の内容評価が幾つか向上している。コロナ禍対策を配慮した上での、活動が増えるとともに充実したものと推察する。

社会教育における人権教育上の努力点
　達成度評価の評価内容が刷新されている。事業の推進と活動の活性化に変化は必要であり、高く評価し、今後の成果に期待する。

Ⅳ　願い
　今年度の評価を踏まえて、次年度の教育活動の充実発展に活用していただきたい。
　評価の形骸化にも絶えず配慮していただきたい。

令和４年度　和木町教育委員会　自己点検・評価シート

自己点検・評価の考え方
　教育施策効果を把握し、必要性、効率性等の観点から自ら評価を行い、その結果を公表することは、政策立案を的確に行うとともに住民に対する説明責任を果たす上で重要である。大項目について、地教行法に規定している点検・評価の対象となる教育委員
会の権限に属する事務は、教育長に委任された事務を含むことから、「２　教育委員会が管理・執行する事務」と「３　教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務」に整理している。中項目については各市町村共通の事務と考えられる。小項目については必
要に応じて設定している。評価は実現度を４段階評価で評価。

大項目 中項目 小項目 点検・評価
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（１）教育委員会議の運営改善

①教育委員会会議の開催回数

②教育委員会会議の運営上の工夫

（２）教育委員会の会議の公開、
　　  保護者や地域住民への情報発信

〇議事録の公開、広報・公聴活動の状況

会議終了後に議題以外の教育上の諸問題や新しい情報について意見交換を行った。

　→　　　　実　現　度

定例会を１２回開催。

　→　　　　実　現　度

　→　　　　実　現　度

（３）教育委員会と事務局との連携 ○教育委員会と事務局との連携
月１回開催している主管長会議や、事務局を含む各出先機関での朝礼等により連携する。

　→　　　　実　現　度

ホームページに簡易な議事録を掲載。

（５）教育委員会の自己研鑽 ○研修会の参加状況
県主催の教育委員会教育長・委員会議は新型コロナウイルス感染症対策のため中止。
市町村教育委員会研究協議会に５名参加
二市一町教育委員情報交換会は新型コロナウイルス感染症対策のため中止。　→　　　　実　現　度

○教育委員会と首長との意見交換会の実施
月１回開催されている庁内会議に、教育長と事務局長及び園長が出席。
平成27年度より首長部局主宰の総合教育会議に教育委員と教育長及び事務局長が出席。

　→　　　　実　現　度
（４）教育委員会と首長の連携

（６）学校及び教育施設に対する
　　  支援・条件整備

①学校訪問
こども園・小学校・中学校を訪問は新型コロナウイルス感染症対策のため時間や人数を制限して訪問。
運動会・文化祭等は新型コロナウイルス感染症対策ため来賓なしで保護者の人数を制限し、学年等で時間を分けて実施。
入学式・卒業式等は新型コロナウイルス感染症対策ため来賓なしで保護者の人数を制限して実施。　→　　　　実　現　度

②所管施設の訪問
コロナ感染対策を施したうえで、随時訪問を実施したが、十分な訪問回数が確保できていない。

　→　　　　実　現　度
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（１）教育行政の運営に関する基本方針を定めること
令和４年度和木町教育方針を策定し、主管長に周知指導し、関係者には冊子を送付し指導徹底した。

　→　　　　実　現　度

（２）教育委員会規則及び規程を制定し、又は改廃すること

条例：４件　規則：６件　細則：１件　要綱：６件　規定：１件　規程：２件
４月：和木町ICT教育推進基金管理運用規定、和木町奨学基金施行規則等の一部を改正する規則、和木町立和木こども園延長保育事
業実施要綱等の一部を改正する告示、和木町立小中学校学校評議員設置要綱等の一部を改正する告示、和木町立学校職員服務規程
の一部を改正する訓令、和木町教育委員会公印規程等の一部を改正する訓令　６月：和木町教育委員会の行政不服審査法及び行政事
件訴訟法の規定に基づく教示の文の標準を定める規則、和木町家庭学習用モバイルWi-Fiルーター貸出事業実施要綱　８月：和木町子
育てのための施設等利用費の支給に関する規則の一部を改正する規則　９月：和木町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並
びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例　１１月：和木町中学校部活動改革推進協
議会運営要綱　１２月：和木町放課後児童クラブ条例施行規則の一部を改正する規則
　１月：和木町立和木こども園管理運営規則の一部を改正する規則、和木町幼稚園免許更新支援事業補助金交付要綱を廃止する告示
２月：和木町子ども・子育て支援法施行細則の一部を改正する細則、和木町子ども・子育て会議設置要綱の一部を改正する告示、和木町
立和木こども園管理運営規則の一部を改正する規則　３月議会上程予定：和木町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例、和木町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の
運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例、和木町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例

　→　　　　実　現　度

（３）教育予算その他議会の議決を経るべき議案の原案を決定すること
９月定例会　教育委員会教育長の任命同意、教育委員会委員の任命同意 (１件)

　→　　　　実　現　度

（４）教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関を設置し、又は廃止すること
令和４年度無し

　→　　　　実　現　度

（６）県費負担に係る校長の任免その他の人事の内申に関すること
令和４年４月の人事異動に際し、山口県教育委員会に職員の内申を行った結果、その意向が反映された。

　→　　　　実　現　度

（５）教育委員会事務局及び教育機関の職員の任免その他の人事に関すること
　　　（県費負担教職員の任免を除く）

 コミュニティセンターへの再任用職員の採用により、正規職員の事務局との兼任が解消された。こども園の保健師について、産休育休時
は会計年度職員で対応していたが、保健相談センター保健師の中途退職のため、育休復職直後のこども園保健師が保健相談センター
へ異動となり、引き続き会計年度任用職員で対応となった。

　→　　　　実　現　度

（８）校長、教員その他研修の一般方針を定めること
小学校・中学校の特別研修に岡山大学佐藤暁教授を迎え実施した。
中村学園大学山本朋弘教授を招いてＩＣＴ研修を年３回実施した。（6/28　10/31　1/27）
和木町教職員研修会を３回実施した。（5/6　8/23　12/26）　→　　　　実　現　度

（７）教育委員会の所管に属する各種委員会の委員の任命又は委嘱に関すること
社会教育委員の委嘱（令和４年４月１日～令和５年３月３１日）、地域学校協働活動推進員の委嘱（令和４年４月１日～令和５年３月３１
日）
和木町中学校部活動改革推進協議会委員（令和５年１月１日～３月３１日）　→　　　　実　現　度

（１０）教科用図書の採択の決定に関すること
令和４年度無し。

　→　　　　実　現　度

（９）和木町奨学基金条例による奨学生の決定に関すること
令和４年度申請者無し。

　→　　　　実　現　度

(１２)請願、陳情、訴訟及び異議の申立てに関すること

令和４年度無し。

　→　　　　実　現　度

(１１)文化財を指定し、又は指定を解除すること
令和４年度無し。

　→　　　　実　現　度

（２）
基本方針

郷土の自然や歴史・文化にふれあう活動・体験を重視し、ふるさとを愛する心の育成に努
めます。
※(施策の柱　⑨が対象)

信頼関係を大切にし、尊師親愛生の精神の啓発と浸透を図ることができるように努めま
す。
※(施策の柱　⑤が対象)

「緑の風薫る文化のまち和木町」を支える生涯学習環境の整備
　※(施策の柱　③　⑦　⑧　⑨　⑩が対象)

　→　　　　実　現　度

「尊師親愛生」の教育風土醸成の推進
　※(施策の柱　①　⑤が対象)

　→　　　　実　現　度

　→　　　　実　現　度

知・徳・体のバランスのとれた「未来に輝くたくましい和木っ子」を育成するために、学校教
育活動の工夫・充実に努めます。
※(施策の柱　②　⑤が対象) 　→　　　　実　現　度

地域の特色を生かし、学校・家庭・地域の教育機能の活性化と教育力の向上に努めま
す。
※(施策の柱　①が対象)

　→　　　　実　現　度

③豊かな心を育むための取組の工夫

　→　　　　実　現　度

生涯学習社会の構築を目指して、心豊かなコミュニティづくり・人づくりに努めます。
※(施策の柱　⑥が対象)

　→　　　　実　現　度

　→　　　　実　現　度

④健やかな体を育成するための取組の工夫
　→　　　　実　現　度

　→　　　　実　現　度

（３）
施策の柱

①地域の特性を生かした特色ある教育活動の工夫
　→　　　　実　現　度

②確かな学力を形成するための取組の工夫

　→　　　　実　現　度

⑥豊かな心を育む生涯学習の推進
　→　　　　実　現　度

⑤教職員の資質を高めるための研修等の工夫

総　合　評　価

⑨地域文化の継承と創造
　→　　　　実　現　度

⑪和木学園構想の推進
　→　　　　実　現　度
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（１）
目標

「わきあいあいと学ぶ（アクティブ・ラーニング」学校教育の推進
　※(施策の柱　②　③　④が対象)

詳細は教育年報にて報告

　→　　　　実　現　度

⑩地域社会における人権教育の推進
　→　　　　実　現　度

⑦心ふれあう社会教育の推進
　→　　　　実　現　度

⑧活力ある町民の体力づくりの展開
　→　　　　実　現　度


